


なぜ？超伝導なのか
情報化社会の進展のためには、情報をより
速く、より少ない消費エネルギーで処理す
ることが求められます。私たちの研究では、
電気抵抗が完全にゼロとなる超伝導現象を
応用して、今より圧倒的に効率的な情報処
理を行えるコンピュータの実現を目指して
います。
超伝導体中の電子は非常に特殊な性質を持
ち、通常の物質では考えられないような現
象が起こります（右写真）。一般に、コン
ピュータの処理速度＝回路中の電子の移動
速度と言えるので、超伝導電子の特異性を
用いると現在のコンピュータの性能限界を
打破することができると考えています。
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写真：黄色のテープで覆われているのが
超伝導体。磁石で超伝導体を宙に浮かせ
ることができる。

磁束量子を用いた超低電力高速演算
磁力を糸状の力とイメージしてみてくだ
さい。糸の最小単位を磁束量子と呼びま
す。超伝導電子の性質により、超伝導体
のリング中では磁束量子が有る状態と無
い状態が生じ、この磁束量子の有無でコ
ンピュータのデジタル回路の’0’と’1’状態
を表すことができます。超伝導が持つ性
質を利用することで低電力化が可能とな
り、また磁束量子が光速移動することか
ら超高速の演算回路が作れます。
左図は私たちが設計、試作した除算回路
のレイアウトです。超伝導に適した回路
構成を採用しており50GHzを超えるク
ロック速度での動作が可能です。本回路
で効率の極めて高い数値計算ができると
考えています。図：超伝導除算回路のレイアウト。






